
 
「新社会人」と「お子様ランチ」 

校 長 磯部 睦 
 

新緑が目に鮮やかな季節です。本校にも今年度、新たに二名の新採用教員が加わりました。

二人とも大卒したての新社会人です。以前、二人のような新採用教員に向けて「社会人とし

てのマナー（礼法・接遇）」について話をしたことがあります。社会人としての話し方、服装、

電話のマナー等、過去の自分自身を棚に上げて堅い話をするのはあまり居心地のよいもので

はありませんでした…（汗）。一通りのマニュアル的な話をした後、最後に次のエピソードを

紹介して話を終えました。 
  
某有名テーマパークを訪れた若い夫婦。レストランで、メニューにある「９歳以下」のお子様ランチを注文

しました。子供のいないカップルへの注文は、マニュアル上、お断りすべきものでした。案の定、マニュアル

通りの案内が頭をよぎる中、アルバイトの青年キャストは、一歩踏み出し「失礼ですが、お子様ランチはど

なたがお召し上がりになりますか？」と静かに問いかけました。奥さんの口から語られたのは、痛ましい過

去でした。待ち望んだ娘は一歳を前に旅立ち、一周忌を迎えた今、生きていれば連れてきたかったテーマ

パークへ慰めを求めて来たというのです。ゲートで目にしたお子様ランチの文字が、今は亡き娘との小さ

な思い出を蘇らせたと、夫人は涙ながらに語りました。 

青年のキャストは、その言葉に深く心を打たれました。「そうですか。では、どうぞ召し上がってくださ

い」。彼はそう応じると、夫婦を四人掛けのテーブルへ案内し、小さな子供用の椅子をそっと添えました。

「お子様はこちらに」と、まるでそこに愛らしい娘が存在するかのように。そして、運ばれてきたのは、三人

分のお子様ランチ。「ご家族でごゆっくりお楽しみください」。温かい言葉を残し、青年はその場を後にしま

した。若い夫婦は、失われた娘との短いけれどかけがえのない日々を思い出しながら、涙でかすむ目の前

のお子様ランチをゆっくりと長い時間をかけて味わいました。 

このキャストの行動は、マニュアルからの逸脱でした。しかし、このテーマパークでは、彼の行為はとがめ

られるどころか、深い感動を呼ぶものとして賞賛されました。マニュアルはあくまでも基本。真の感動は、

時にその枠を超えた、人の心に寄り添う温かい行動から生まれるのです。 
 

 

もちろん、基本的な知識やルールに則って仕事を進めていくことはどの職種でも大切です。

このエピソードは、マニュアルを知った上でそれ以上に相手の心に寄り添うことの重要性を

教えてくれます。それは、教職員にとっても同じです。日々の教育活動の中で、子どもたち

の言葉にならない思いや、保護者の皆様の願いに真摯に向き合う姿勢が求められます。 

本校には、毎朝校門に立って子どもたちに温かい声をかけてくださるボランティアの方が

いらっしゃいます。最初は挨拶を返してくれなかった子も、根気強く声をかけ続けるうちに、

少しずつ小さな声で挨拶をしてくれるようになるそうです。また、低学年の頃からこの方の

顔を知っている高学年の子は、成長とともに、よりはっきりとした声で挨拶を交わしてくれ

るようになるそうです。マニュアルを超えた温かい人と人とのふれあいを感じます。 

私たち教職員一人一人が、子どもたちの成長を温かく見守り、一人一人の心に寄り添った

教育を実践していくこと。それは、マニュアルだけでは決して生まれない、深い感動と信頼

につながると信じています。二人の新社会人にも、この喜びを味わってほしいと心から願っ

ています。 

【教育目標】 学び きたえ 思いやる子 
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＜５月のトピックス＞ 
一中校区「あいさつ運動」 

５月１２日(月)～１６日(金)の期間は、中学校区

でのあいさつ運動でした。運営委員会の子どもた

ちだけでなく、PTA の育成部や民生委員の方々も

玄関前に立ってあいさつをしてくださいました。 

今年度のあいさつ運動は、６月下旬と１０月下旬

にも行われます。学校や家庭、地域であいさつにつ

いて話題にし、子どもたちがあいさつの大切さにつ

いて改めて考える機会にできればと思っています。

今後もよろしくお願いします。 

 

全校「運動会全体練習」 

５月２４日の本番に向けて、全校で運動会の練習

を行いました。開閉会式や応援合戦の流れを確認

しました。流れを確認した後、実際に応援をしてみる

と、応援リーダーの気合いの入ったかけ声により応

援団全体にエンジンがかかり、本番さながらの応援

をしていました。応援合戦は、「声の大きさ」「動きが

そろっているか」「応援団の姿勢」などを総合的に

見て勝ち負けをつけます。今年度は、どちらの組が

勝つのでしょうか。勝ち負けにこだわりながら、みん

なで楽しむ運動会になればと思っています。応援よ

ろしくお願いします。 

 

 (文責：教務主任 大滝 裕) 

＜６月の予定＞ 

1 日  16 月 プール開き 

2 月 ５・６年：プール清掃 17 火 ４～６年：クラブ 

3 火 ４～６年：クラブ 18 水  

4 水  19 木  

5 木 ５年：自然教室① 20 金 学習参観,ＰＴＡプール監視委員会 

6 金 ５年：自然教室② 21 土  

7 土 スポレク 22 日  

8 日  23 月 放課後子ども教室 

9 月 放課後子ども教室 24 火 ５・６年：委員会 

10 火 ５・６年：委員会 25 水  

11 水  26 木 ６年：修学旅行① 

12 木  27 金 ６年：修学旅行② 

13 金  28 土  

14 土  29 日  

15 日  30 月 一中校区あいさつ運動②,放課後子ども教室 

「村上南小トピックス」 ぜひ、ご覧ください！！ 

 

 

 

 

 


